
 

 

 

 

 

 

小木港の本格復旧に向けた工事の入札手続きを開始 
 

 

 

 

 
【復旧工事の内容】 

① 小木港(小木地区)岸壁(-4.5m)(災害復旧)改良外1件工事 

工事発注規模：２億５,０００万円以上８億１,０００万円未満 

工  期 ： 令和８年３月１６日まで 

対象施設・工事内容： 

・岸壁(-4.5m)：撤去工、本体工(鋼矢板工)、舗装工など (別紙１参照) 

・岸壁(-5.0m)：撤去工、基礎工、被覆工、裏込・裏埋工、舗装工など (別紙２参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸地方整備局では、７月４日に能登半島等における港湾施設の復旧の見通し（目

標）を公表しました。 

今般、小木港では初めてとなる本格復旧に向けた工事の入札手続きを開始しました。 

（能登半島地域では４港目） 

能登半島地域における他の港湾についても、今後、順次入札手続きを行い、本格復旧

工事を進めて参ります。 

同時発表記者クラブ 

石川県政記者クラブ 

 専門紙 

【問い合わせ先】 

国土交通省 

北陸地方整備局 港湾空港部 

  港湾事業企画課長  廣木 

   TEL：025-370-6612 

発 表 日 時 北陸地方整備局 

記者発表資料 令和６年９月２６日 



小木港(小木地区)岸壁(-4.5m) 復旧概要

位置図

施工箇所

岸壁(-4.5m)

被災状況

別紙１

復旧断面

エプロンの沈下 エプロンの亀裂

岸壁(-4.5m)
L=120ｍ

上部工、舗装工の新設

本体工（鋼管矢板工）
の新設

撤去工（上部工、舗装など）



小木港(本小木地区)岸壁(-5.0m) 復旧概要

位置図

施工箇所

岸壁(-5.0m)

被災状況

別紙2

復旧断面

岸壁背後の陥没

岸壁(-5.0m)
L=160ｍ

撤去工（上部工・エプロン舗装）

撤去工（裏込石・裏埋土の撤去）

基礎工・被覆工の新設
（基礎の拡幅）

岸壁のゆがみ

上部工・舗装工の新設

裏込・裏埋工の新設


